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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・地震や災害があった際には、患者様の病状が変化する可能性がある事や病棟の状況確認等を行い、連絡をするようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・木村　美智子様　　　　昨日鹿内眼科受診され、点眼薬が同内容で処方となっています。大久保　光男様　　　　目薬使用の許可となっています。

・千葉　光広様～佐々木泌尿器科受診のため、スタッフ同行し外出されています。採尿後、診察となっています。2週間前より、歩く時や入浴で湯船に入る際に痛みがあると話しています。触診にて、左の副睾丸の腫れがあり、雑菌が入ってしまったかもしれないとの事で、抗生剤と排尿障害改善薬が処方となっています。次回の受診は、3月7日か3月8日に受診予定です。
・レボフロキサシン（500）　1Ｔ　1×夕食後　7日分（本日夕～）
・ユリーフＯＤ（4）　2Ｔ　2×朝・夕食後　40日分（明日朝～）



＜要注目患者様情報＞
・内田　都影様～昨日準夜帯、時間外に嗜好品の訴えあり、スタッフが注意すると興奮され暴言と近くにあったカレンダーを投げつけていますが、落着くと謝罪に来ています。本日も妄想発言をまとまりなく話し続け、スタッフを攻撃するないようを話す事も見られています。各プログラムは不参加。朝食は妄想を理由に不食、昼食は遅れながらもレストランへ移動し、ほぼ全量摂取されています。11：30「落ち着きたいから」と継続指示薬『ジアゼパム（2）１Ｔ』を服用し、以後、妄想に左右された発言もありますが、過度とならず切り上げる事できています。距離感を保ちながら統一した対応をし、精神症状観察していきましょう。

・飯田　修子様～易怒性や大声での訴え無く、大分落ち着いて過ごされています。話し続けている事はありますが、口調はゆっくりで怒ったりする事もありません。身体・精神状態ともムラのある方なので、引き続き他者とのトラブルに注意し、観察していきましょう。

・五日市　規様～昨日より治験開始となっています。本人様も自覚しており、自ら服薬を申し出ています。妄想言動はなく表情の硬さも見られません。引き続き、妄想の有無や行動の変化を観察していきましょう。

・上野　千奈津様～昨日準夜帯、過去の事を思い出し、何度も謝罪に来られています。21：00就寝されていますが、23：00中途覚醒あり不眠訴え、継続指示薬『ハルラック（0.25）1T』服用し、その後は良眠されています。本日、各食不食。表情は冴えず、自室にて臥床しています。午後からは表情良く話す事できています。本人いわく、ここ数日の不調のきっかけは、好きな人(小学校の時の同級生)が死ぬ幻想をみたからとの事。いろいろな不調もそれを見てから始まったと話しています。スタッフが話し掛ける少し前にその事に気づき、気持ちがスッキリしたとの事。
本日、デイケア体験の予定でしたが、本人がまだ休みたいと話している事や本日の朝食と昼食は殆ど食べていない事から、本日午後の体験もキャンセルとしています。頑張りすぎない様に声掛けしていきましょう。

・上村　みわ様～深夜帯、血圧測定時、「高くならない様にお願いします。2000円あげますから」と話し、スタッフへ現金を渡して来る事があります。本日も、朝食後薬のディオパン（80）1Tを見て「Ｙ先生に、これは腎臓の薬ですって言われてたんです。これを飲むと心臓がビクビク、頭がガクガクするから飲みません」と話す。妄想に左右された言動、拒薬は依然続いています。再三の説明にも聞き入れること出来ず、以前はなかった妄想の内容も聞かれています。御家族(特に弟様)に関する妄想発言が顕著であったことから、兄嫁様へ連絡し拒薬の事も含めて状態を報告。制限中ではありますが、面会の機会を設けるアプローチも検討していきます。プログラムの拒否や拒食等、小さな行動の変化が見られていますが、無断離院もあった方なので、妄想内容の変化に注意し観察していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞
・中川原　義雄様～「手指の振戦があって作業が集中して出来ない」と本人から訴えあり、来週の定期薬（1/31～）からオランザピン（10）（5）へ減薬となります。

・藤井　純子様～1/31（水）10：00　退院予定、初外来日は、カウンセリングも含めて、
2/8（木）9：30からとなります。退院時処方は、臨時薬で5日分、退院時処方で9日分処方となっています。

・上村　みわ様～時間を掛けて強めに説得しています。「超音波が強くて調子が悪いです。」
　　　　　　　と話しています。担当医より、お薬の必要性を説明し何度も説得し、就床
前薬の下剤のセンナリドを抜いてそれ以外は服用するとの事です。

＜馬渡Ｄｒ診察状況＞
・原　吉郎様～幻聴体験は少し減った、と話しています。「睾丸が柔らかくなって、、、」といった体感幻覚もなくなっています。疲れやすさや体力の低下を訴えるのは変わらず。心臓の病気ではないかという心気的な訴えはまだ軽度残存しています。本人から眠剤の減薬希望があり、主治医からは眠剤は変えず、ハロペリドール（9）（4.5）へ減薬、ロナセン（8）（16）増薬となっています。

・曽我　正子様～穏やかに病棟内で過ごしています。買いものしたいという希望あり、妹様に確認してみるよう指示あります。担当スタッフへ退院に向けてどんな支援をしていけるか考えてほしいとの事。

・山口　富造様～眩暈を訴えています。耳鼻科受診勧められていますが、やや拒否的です。
　　　　　　　　頭部ＣＴ実施するよう指示あり、明日以降で実施予定です。ＰＳＷへ現在の退院支援の状況と退院に結び付けるにはどうすればいいか確認してほしいとの事。

＜安ヶ平Ｄｒ退院支援検討＞
・三上　勇様～「市役所に行ってきます。」と外出する準備をして来詰する事はなく、妄想に左右された訴えは少なくなっています。身寄りが無く現在八戸市長が保護者となっています。その為施設への入所は難しく、自宅は何年も誰も住んでおらず住める状態ではないです。生活能力の維持できるよう関わりをもっていきます。

・上村　みわ様～妄想に左右された言動、拒薬は依然続いており、御家族(特に弟様)に関する妄想発言が顕著であったことから、兄嫁様へ連絡し拒薬の事も含めて状態を報告。制限中ではありますが、面会の機会を設けるアプローチも検討していきます。御家族は施設入所を希望しており、要介護1で入所できる施設をさがしてもらうようＳＷへ依頼中です。

・滝田　英人様～昨年9/22（金）家族（姉様）面会があった以降の面会はありません。「次に来るのは来年かな。」と姉様話しています。姉様は遠方な為、年に１回の面会に来られる程度となっています。財産管理及び入院費等の支払いへ成年後見人の弁護士が行っています。施設の検討を継続していきます。


・嶋守　京子様～気持ちの浮き沈みはなくなってきています。昨年12/15、介護認定調査を実施していますので、認定結果を知らせに娘様面会に来られるので、今後について話し合う機会を設定していきます。入所可能な施設への入所を目指して行きます。

・中川原　義雄様～年末の正月外泊がドタキャンになった際は気分の高さが見られていましたが、徐々に落ち着いています。概ね精神症状は薬剤調整にて安定しています。保護者が長女様へ変更となっていますが、妻様との面会や外出へ行かれる事が度々あります。本人の要望は、自宅（娘の所）であるが、長女は、本人が自宅（長女夫婦と同居）へ来る事により、家庭（長女夫婦）が崩壊すると考えていると話しています。セルフケアの能力維持できるように支援していき、また施設入所・自宅退院の両方を検討していきます。

＜馬渡Ｄｒ退院支援検討＞
・蝦夷森　重男様～1/18（木）担当スタッフから兄様へ退院が許可になっている事、今後の方向性等について電話確認しています。兄様の奥様が骨折して入院しており、今、退院されても手が回らないとの事。退院したら連絡を下さる予定です。今後の方向性を家族で話し合っておいて欲しいと伝えています。本人は積極的ではない為説得に時間を要すケース。現在介護保険期限切れとなっています。弟様には連絡済みで(家族の積極的な協力は得られないケース）ソーシャルワーカへ相談し、返事待ち状態です。精神施設は空きがない状態の為、介護保険再申請し、その後介護保険適応の施設入所を目指していきます。

・原　吉郎様～昨年10/26治験終了。11/20青山荘での外出訓練は問題なく行えたが、疲労
感や心気的な訴えが聞かれ、拒否し12/18、19の外泊訓練はキャンセルし
ています。病状が落ち着き、気持ちに変化があるまで入所については延期
しています。

・戸賀沢　潔様～嗜好品や水分の自己管理能力が低い他、他者へたかる等の行動あり、ルールを守れません。自己管理能力を評価し詳細を把握、適宜指導、介入していきます。スタッフ側では以前から自宅退院を進めていたが、五戸の実家では対応困難との事で、退院支援について繰返し伝えていき、再度話し合いの場を検討していきます。昨年11/12家族はGHみたいな所と希望されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・佐々木　淳様～薬剤調整し歩行状態は改善し、自立歩行していますが、飲水量が増えているせいか、不機嫌さや膝から座り込む事が増えてきています。母様と話し合いながら自宅退院を進めていきます。

・日向端　庸男様～青山荘体験利用中です。1/28（日）9：00～12：00宿泊体験利用を行う為、布団購入の為外出へ行かれます。年明けに退院の方向で進めていく予定としています。

・曽我　正子様～現在は、気分の高揚さはなく落ち着いています。自宅への退院は無理との事です。御家族と疎遠的にならないか関わりを持って行きます。施設入所を検討していきます。

・山口　富造様～退院先として下宿への退院で進めていましたが、鷹架ＳＷより下宿と宜保担当者に連絡し、下宿へ退院後の受け入れが可能か問うと「生保担当者の方から “他の施設へ退院になると思う”と聞いていて、もう本人の部屋を片付け始めていて、掃除の見積もりを頼んでいる段階だった。」との事。また、生保担当者へも確認した所、「“病状が悪い為、退院はないと思う”と下宿へ言いました。」との事。生保担当者へ再度状況確認し、以前ケアマネとして関わっていた『アクティブ24』（現在も本人を担当しているかは不明）へ連絡を取り、下宿以外の退院先を検討していく予定です。

＜皮膚科診察＞
・金沢　洋子様～ウリモックスクリーム1本、ケルガー液1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏1本、ケルガー液1本、タベジール2T 2×朝・夕
7日分、処方となっています。

・日向端　庸男様～ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方となっています。

・曽我　正子様～ケルガー液１本、ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。

・松永　勘五郎様～1）頭部へ塗布していた軟膏が、デルモゾールＤＰ軟膏へ変更となり、1本処方となっています。

・佐々木　淳様～タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・千葉　光広様～デルモゾールDPローション1本処方となっています。

・原　吉郎様～テルビナフィンクリーム1本、ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。

・大久保　光男様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。

・山口　富造様～デルモゾールDP軟膏2本、タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・戸賀沢　潔様～ヘパリン類似物質油性クリーム1本、アズノール軟膏1本処方となっています。

・松谷　和也様～タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。
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・吉田　光良様～新規）病名：膿皮症・慢性湿疹　両足にゲンタマイシン軟膏塗布の指示があり、ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。





